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研究成果の概要（和文）：障害学生及び高等教育機関を対象とした面接及び質問紙調査、
automated evaluation 等によって現状、問題とその要因を検討した。その結果、e ラーニング
やブレンディドラーニングを用いた学習支援が求められていること、e ラーニング教材等の身
体障害学生にとってのアクセシビリティは低い状態にあること、高機能広汎性発達障害学生に
とってのアクセシビリティとユーザビリティは実用レベルに達している機関もあること、人手、
時間、予算の不足が要因となってアクセシビリティとユーザビリティの問題が残されている機
関があることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：We used multiple methods, combining interviews, questionnaires, 
and performance-related measurements of university students with disability and staffs. 
Document-based methods, automated evaluations and so on were also employed to 
investigate the present state, problems and the factors of e-learning accessibility and 
usability in Japanese institutions of higher education. The results indicated the following. 
First, learning support by the use of e-learning or blended learning was required. Second, 
e-learning accessibility for students with physical disabilities was not sufficient. Third, 
e-learning accessibility and usability for students with high-functioning pervasive 
developmental disorders were adequate in some institutions. Fourth, certain accessibility 
and usability problems were not solved in some institutions due to the lack of resources 
such as manpower, time and budget. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）インターネットが普及し、インターネ
ットを利用した e ラーニングの導入が進んで
きている。東北大学でも社会人学生への時間
外・遠隔教育、留学生への反復指導、オンキ
ャンパス学生へのハイブリッド教育等に活
用されている。e ラーニングでは、講義ノー
ト、講義ビデオなど、電子化された多様な学
習教材コンテンツを必要に応じて用いてい
る。学習者は各自のニーズ・進度に応じてい
つでも、どこからでも、何回でもこれらのコ
ンテンツを利用することができる。 
 
（２）我が国の高等教育段階における障害学
生学習支援の方法としては、これまでにノー
トテイク、要約筆記、字幕提示、手話通訳、
教材・テキストの点訳等が検討・実践されて
きたが、教室授業のリアルタイムノートテイ
ク、要約筆記、字幕提示では、リアルタイム
支援技能者の人数確保・時間調整、経済的コ
スト、養成等が、また授業前の教材・テキス
トの点訳では授業時間に間に合わせる時間
的制約、点訳者の時間的・人的コスト等と障
害学生の点字習得率が問題となる。こうした
問題の解決に資する手立てのひとつが蓄積
配信型の e ラーニングの利用である。また e
ラーニングによって、キャンパスへの通学や、
キャンパスのある地域での居住が困難な者
にも大学・大学院での学習機会を提供できる。 
 
（３）障害学生が e ラーニングを利用するた
めには、e ラーニングシステムと学習教材コ
ンテンツが学生にとってアクセス可能で使
えるものになっている必要がある。しかし e
ラーニングのアクセシビリティに関する検
討は始まったばかりで、障害学生にとっての
ユーザビリティ（使いやすさ）に関する検討
はほとんど行われていない。 
 
 
２．研究の目的 
障害学生の学習支援に資する e ラーニングの
アクセシビリティとユーザビリティの現状、
問題点とその要因を明らかにするとともに、
その解決方法を探索することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
（１）学習、その他の側面における支援
について障害学生を対象に面接法およ
び質問紙法で調査した。具体的には、講
義ノート作成や講義の録画・録音支援、
教室講義におけるメディア教材、反復・

個別・在宅学習用の e ラーニング教材の
利用、レポート・試験支援、ゼミ・実験・
実習支援、授業履修支援、カウンセリン
グ、居場所提供、自己啓発や当事者グル
ープ情報提供、ピアサポート、職業適性
アドバイス、就職活動支援等を調査した。 
 
（２）高等教育機関の e ラーニング教材、シ
ステムを含む web サイトの公開部分と一
部のアクセス可能な非公開部分を対象
に、アクセシビリティについて
Document- based methods と
Automated evaluation を組み合わせた
（ガイドライン準拠の評価アルゴリズ
ム自動化プログラムを用いた）分析、
Cognitive walkthroughs（シナリオを用
いた）分析を実施した。また、ユーザビ
リティについて、Performance- related 
measurements（障害学生を対象とした）
分析を実施し、effectiveness（利用者・学
習者が目的を達成する正確さと完全さ）、
efficiency（目的達成に費やした時間・労力等
のリソース）、satisfaction（利用・学習に対
する肯定的態度、利用・学習の快適さ）それ
ぞれについて検討した。 
 
（３）e ラーニングのアクセシビリティとユ
ーザビリティにかかわる取り組みの現状、問
題点とその要因について、e ラーニングの実
践において一定の実績がある（実践成果が見
えている）高等教育機関を全国各エリアから
抽出し、その機関の教職員を対象に面接法で
調査した。 
 
 
４．研究成果 
（１）障害学生への面接調査では、授業、ゼ
ミ、卒論等に関する支援や心理相談において
障害学生の特性に応じた教授-学習方法、教材、
アドバイス等を提供することが求められて
おり、その際に e ラーニングや e 支援を併用
した学習・心理支援が有効である可能性が確
認された。 
 
（２）障害学生への質問紙調査では「授業の
録音録画許可」、「反復学習用の授業ビデオや
e ラーニング教材の提供」、「教室授業と同じ
内容を独学するシステムの提供」など、e ラ
ーニングやブレンディドラーニングを希望
する学生の存在が確認された。 
 
（３）障害学生を協力者として分析した結果、
e ラーニング教材とシステムの、高機能広汎



性発達障害学生にとってのアクセシビリテ
ィとユーザビリティは実用レベルに達して
いる機関もあることが確認できた。 
 
（４）全国の高等教育機関を対象とした調査
の結果、e ラーニング教材、システムを含む
web サイトの身体障害学生にとってのアク
セシビリティは全体として低い状態にある
ことが明らかとなった。 
 
（５）e ラーニングの実践において一定の実
績がある（実践成果が見えている）高等教育
機関を全国各エリアから抽出して行った面
接調査から、「通常学生への対応で手いっぱ
い」、「対応に手間がかかる」、「障害学生に対
応する時間や人手の余裕がない」、「対応を外
注する予算はない」、「まだ検討したことがな
い」「これからの課題」と、人手、時間、予
算の不足が要因となり、アクセシビリティと
ユーザビリティの検討や向上が今後の重要
な課題として残されている現状が明らかと
なった。 
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